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平成 27年第３回定例会は平成 27年９月２日から９月 18日までの 17日間を会期として開会しました。
提出案件は、平成 26年度の決算認定、平成 27年度一般会計・特別会計補正予算、条例の一部改正など 22件
の議案が上程され、決算審査については民生文教常任委員会（９/11）、総務建設産業常任委員会（９/15）の審議
を経て、本会議において可決・承認・認定されました。また、報告案件が５件（町長報告１件、議長報告４件）あ
りました。
※議案等の内容、審議結果については下記の「議案等と審議結果」をご覧ください。

一般質問には、町政の諸問題、町長の施政方針などについて５人の議員が登壇しました。
※内容については７ページ以降をご覧ください。

人　事人　事  （関連は13ページをご覧ください）

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 29号 人権擁護委員の推薦につき意
見を求めることについて

平成 27年12月31日をもって任期満了とな
る人権擁護委員を法務大臣へ町長が推薦す
ることについて議会の意見を求めるもの。

賛成全員で適任

議案第 30号 教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

平成 27年9月30日をもって任期満了とな
る教育委員会委員の任命について議会の同
意を得るもの。

賛成全員で同意

議案第 31号 教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

平成 27年9月30日をもって任期満了とな
る教育委員会委員の任命について議会の同
意を得るもの。

賛成全員で同意

議案等と審議結果議案等と審議結果

認定（決算）認定（決算）  （決算の概要は６ページをご覧ください）

報告第１号 平成26年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

報告第２号 平成 26年度御嵩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

報告第３号 平成 26年度御嵩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

報告第４号 平成 26年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

報告第５号 平成 26年度御嵩町下水道特別会計歳入歳出決算認定について 賛成全員で認定

報告第６号 平成 26年度御嵩町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 賛成全員で可決
及び認定　　　
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補正予算補正予算

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 32号

平成 27年度御嵩町一般会計
補正予算第2号について

補正額
３億 2,406 万円

補正後予算
89億 9,747 万円

賛成多数で可決

歳入：地方交付税、社会保障・税番号シス
テム整備補助金、地方創生先行型交
付金、消防防災施設整備事業債、海
洋センター施設整備事業債等の増額

歳出：社会保障・税番号制度対応システム
改修委託、財政調整基金等基金積立、
地方創生事業費、防災コミュニティ
複合施設整備工事費、海洋センター
耐震補強工事費等の増額

【討論内容】（上之郷防災コミュニティ複合施設工事について）
≪反対≫
安藤　雅子　議員
議論が十分になされていない。施設利用の想定にも問題があり、ランニングコス
トを含めた町の負担を考えると、ここまでの施設は必要ないと考える。
岡本隆子　議員
上之郷公民館とこの施設にコミュニティが２つできることは負担が大きいものに
なる。コミュニティ部分があるため、この施設が大きな建物となっていると思わ
れ、防災施設だけに絞ったものにすればよいと考える。消防車庫については反対
しないが、施設全体については反対する。
≪賛成≫
山田　儀雄　議員
今までに議会として、用地買収、調査設計費をすでに認めている。もともと自治
会、消防団などの団体からも要望があがっておるものであり、よりよい施設を建
設していただきたい。実際の負担額も消防債で軽減されるため賛成。

議案第 33号
平成 27年度御嵩町国民健康
保険特別会計補正予算第1号
について

補正額
△ 847万円

補正後予算
25億 153万円

賛成全員で可決
歳入：本算定に伴う保険税、療養給付費交

付金の減額
歳出：後期高齢者支援金及び前期高齢者納

付金、介護納付金の確定に伴う減額
償還金の確定に伴う増額

議案第 34号
平成 27年度御嵩町後期高齢
者医療特別会計補正予算第 1
号について

補正額
514万円

補正後予算
１億 8,914 万円

賛成全員で可決
歳入：繰越金の増額
歳出：一般会計繰出金の計上 

議案第 35号
平成27年度御嵩町介護保険特
別会計補正予算第1号につい
て

（保険事業勘定）補正額
2,491 万円

（保険事業勘定）補正後予算
15億 1,491 万円

賛成全員で可決

歳入：本算定に伴う保険料特別徴収分の増
額及び普通徴収分の減額、繰入金、
繰越金の増額

歳出：償還金、一般会計繰出金の増額

（介護サービス事業勘定）補正額
153 万円

（介護サービス事業勘定）補正後予算
693 万円

歳入：繰越金の増額
歳出：保険事業勘定繰出金の増額 

谷口鈴男 賛

岡本隆子 否

加藤保郎 賛

山田儀雄 賛

柳生千明 賛

安藤雅子 否

山口政治 賛

高山由行 賛

伏屋光幸 賛

安藤信治 賛

奥村雄二 賛
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条　例条　例

その他その他

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 37号
御嵩町個人情報保護条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

「行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律」が平成
27年10月５日に施行されることに伴い、
個人番号を含む個人情報（特定個人情報）等
の取り扱いが追加されるため、所要の改正
を行うもの。

賛成全員で可決

議案第 38号 御嵩町手数料条例の一部を改
正する条例の制定について

「行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律」が平成
27年10月５日に施行されることに伴い、
通知カード及び個人番号カードの再発行手
数料の取り扱いが追加されるため、所要の
改正を行うもの。

賛成全員で可決

議案第 39号

御嵩町家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条
例の制定について

保育士の数の算定について、当分の間、当
該保育所に勤務する保健師又は看護師に加
え、当該保育所に勤務する准看護師につい
ても、１人に限って保育士とみなすことが
できることとするよう改正を行うもの。

賛成全員で可決

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 40号 工事請負契約の締結について

平成 27年度防災・安全交付事業路面安全
対策亜炭鉱廃坑充填工事の契約予定価格が
5,000 万円以上のため議会の議決を求める
もの。
※仮契約金額　6,480 万円

賛成全員で可決

議案第 41号 工事請負契約の締結について

下水道管渠改築第 4期工事の契約予定価格
が 5,000 万円以上のため議会の議決を求
めるもの。
※仮契約金額　7,020 万円

賛成全員で可決

議案第 42号 工事請負契約の締結について

上之郷汚水幹線（第８工区）工事の契約予定
価格が 5,000 万円以上のため議会の議決
を求めるもの。
※仮契約金額　6,253 万円

賛成全員で可決

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 36号 平成27年度御嵩町下水道特別
会計補正予算第1号について

補正額
1,208 万円

補正後予算
９億 4,808 万円

賛成全員で可決
歳入：繰越金の増額
歳出：下水道基金積立金の増額
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諸般の報告（町長報告）諸般の報告（町長報告）  （関連は６ページをご覧ください）

報告第９号 平成 26年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

議員発議議員発議

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

発議第２号
御嵩町議会会議規則の一部を
改正する規則の制定について

議会における欠席の届け出の取り扱いに関
し、出産の場合の欠席の届け出について新
たに規定を追加するもの。

賛成全員で可決

諸般の報告（議長報告）諸般の報告（議長報告）

（１） 保険で良い歯科医療の実現を求める意見書 岐阜県保険医協会

（２）
住民の安全・安心を支える国土交通行政の体制・機
能の充実を求める陳情書

国土交通労働組合東海建設支部岐阜県協議会

（３）
外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採
択を求める陳情書

福岡県行橋市　小坪慎也

（４） 例月出納検査の結果について 平成 27年５月分から平成 27年７月分

議案番号 事　件　名 内　容 審議結果

議案第 43号 財産の取得について

基幹ネットワーク機器（本庁及び出先機関
17か所）の契約予定価格が 700万円以上
のため議会の議決を求めるもの。
※仮契約金額　1,209 万円

賛成全員で可決

議案第 44号 財産の取得について

教職員用シンクライアントシステム用端末
（106 台）の契約予定価格が 700万円以上
のため議会の議決を求めるもの。
※仮契約金額　2,160 万円

賛成全員で可決

議案第 45号 工事請負契約の一部変更につ
いて

平成26年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防
災モデル事業第１期防災工事の工事内容変
更に伴う減額（6億9,876万円を 6億6,513
万円に減額）

賛成全員で可決

議案第 46号 工事請負契約の一部変更につ
いて

平成27年度特殊地下壕等対策事業亜炭鉱
廃坑充填工事の工事内容変更に伴う増額
（6,382万円を7,404万円に増額）

賛成全員で可決
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平成26年度　決算報告
平成26年度　一般会計・特別会計決算総括表 （単位：円）

平成26年度　水道事業会計決算総括表 （単位：円）

健全化判断比率及び資金不足比率一覧表 （単位：％）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成 26年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比
率が報告されました。内容は次の表のとおりです。御嵩町はいずれの指標も法律の定める健全性に欠ける基準（早
期健全化基準、財政再生基準）を下回っています。

（※）標準財政規模とは、地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模を表します。
平成 26年度御嵩町の標準財政規模は、44億 1,878 万円です。

区　分
会　計 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 8,017,112,632 7,740,990,293 276,122,339

特別会計 4,865,633,932 4,711,716,057 153,917,875

内　

訳

国民健康保険特別会計 2,260,817,508 2,155,166,372 105,651,136

後期高齢者医療特別会計 183,025,513 176,447,989 6,577,524

介護保険特別会計（保険事業勘定） 1,502,620,547 1,491,658,800 10,961,747

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 7,196,646 5,652,128 1,544,518

下水道特別会計 911,973,718 882,790,768 29,182,950

合　　計 12,882,746,564 12,452,706,350 430,040,214

区　　　　　分 収入合計 支出合計 差引額

収 益 的 収 支 579,298,588 542,490,766 36,807,822 　（消費税・地方消費税抜き）

資 本 的 収 支 287,592,558 287,592,558 0 　（消費税・地方消費税込み）

比率区分 内　　　　　容 御嵩町 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計の実質赤字が※標準財政規模に
占める割合 （赤字なし） 15.00 20.00 

連結実質赤字比率
一般会計のみならず特別会計、企業会計
を含むすべての会計の実質赤字が※標準
財政規模に占める割合

（赤字なし） 20.00 30.00 

実質公債費比率 一般会計などが負担する公債費（借金の
返済額）が※標準財政規模に占める割合 8.7 25.00 35.00 

将 来負担比率
一般会計などが将来負担すべき債務（借
金残高など）が※標準財政規模に占める
割合

23.9 350.00 

公営企業における
資金不足比率 資金不足額が事業規模に占める割合

水道事業会計
（資金不足なし）

20.00 
下水道特別会計
（資金不足なし）
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平成27年　第３回定例会

そこが知りたいそこが知りたい
一般質問は９月７日に行われ、５人の議員が活発な質問をしました。

1　加藤　保郎　議員 ………… 8 ページ

○契約事務について
○町営住宅の管理について

2　岡本　隆子　議員 ………… 9 ページ

○空き家について

3　山田　儀雄　議員 …………10 ページ
○避難所での「熱源の確保」について
○交通安全施設の更新について

一般質問の「問・答」は、質問議員
本人の文責です。一般質問のページに
掲載した内容について、議員に直接連
絡がつかない場合は、ご質問の内容、
お名前、連絡先（住所、電話番号等）
を添えて、議会事務局まで書面にてお
届けくだされば、各議員に連絡いたし
ます。

文責についてお知らせ
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重要な問題
が審議されます。
傍聴ご希望の方は、議会事務局受付で住所、氏名等を
所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。議
場傍聴席で傍聴することができます。
どうぞお気軽にお越しください。
くわしくは、議会事務局までお問い合わせください。

☎ 67-2111（内線 2252）

4　伏屋　光幸　議員 …………11 ページ
○昨年の産業祭で起きた事故について

5　高山　由行　議員 …………12 ページ
【町長の施政方針に対する質問】
○政治姿勢について
○施策の中心に「教育」を位置づけることに
ついて
○公共施設整備について
○地方創生について
○観光事業について

あなたも議会を傍聴しませんか

町議会（一般質問）を傍聴することができ
ない方は、ケーブルテレビ可児で放送します
ので、ぜひ、ご覧ください。放送は、議会当
日に生放送される場合と、録画による後日放
送となる場合があります。

「議会情報」は町ホームページでご覧い
ただけます。
定例会・臨時会などの会議録や「議会だより」

のバックナンバー（過去約15年分）、傍聴の方法な
ど町ホームページでご覧いただけます。
ホームページの「議会情報」をクリックしてく

ださい。

町議会の一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます
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件
を

満
た
さ
な
い
も
の
で
も

条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
に
参
加
で
き
る
」
と

あ
る
。南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
亜
炭
鉱
跡
防
災

モ
デ
ル
事
業
は
特
殊
な

工
法
か
ど
う
か
。

 

【
副
町
長
】

亜
炭
鉱
廃
坑
空
洞
の

充じ
ゅ
う

填て
ん

工
事
の
歴
史
は
、

東
海
地
方
が
日
本
で
有

数
の
産
地
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
方
で

地
盤
の
陥
没
被
害
が
多

発
す
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
40
年
代
末
に
キ
ラ

材
を
利
用
し
た
地
下
空

洞
充
填
の
た
め
の
関
連

技
術
の
開
発
が
始
ま
り
、

そ
の
後
、
技
術
向
上
が

進
み
、
充
填
範
囲
の
み

を
充
填
す
る
こ
と
が
で

き
る
限
定
充
填
工
法
が

確
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
工
法
は
、
過
去

の
亜
炭
鉱
廃
坑
に
関
す

る
調
査
・
研
究
や
空
洞

充
填
工
事
経
験
を
基
に

し
た
高
い
施
工
技
術
に

よ
り
確
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
特
許
権
を
取

得
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
特
殊
な
工
法
に

位
置
付
け
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

 

入
札
参
加
基
準
の

総
合
評
定
値

各
地
域
・
地
方
が
特

徴
を
活
か
し
自
律
的
で

持
続
可
能
な
社
会
形
成

の
た
め
に
、
入
札
参
加

基
準
の
総
合
評
定
値
を

御
嵩
町
独
自
で
設
定
さ

れ
た
い
。

 

【
副
町
長
】

入
札
参
加
基
準
の

総
合
評
定
値
に
つ
い

て
は
、
御
嵩
町
契
約
審

査
委
員
会
に
お
い
て
、

客
観
的
・
総
合
的
に
審

査
し
決
定
し
て
い
る
。

な
お
、
入
札
参
加
基

準
に
つ
い
て
は
、
公
表

し
て
い
な
い
も
の
の
、

町
内
業
者
に
は
町
外

業
者
と
総
合
評
定
値

に
差
を
設
け
て
優
遇

し
て
お
り
、
町
内
業
者

の
育
成
・
地
域
の
活
性

化
に
は
一
定
の
配
慮

を
し
て
い
る
。

 

住
宅
政
策
の
検
討

住
宅
政
策
の
方
向

性
の
検
討
は
、
跡
地
も

含
め
検
討
す
る
時
期

と
感
じ
て
い
ま
す
が

考
え
は
。

 

【
総
務
部
長
】

一
つ
の
可
能
性
と
し

て
、
低
所
得
者
に
対
す

る
住
宅
政
策
は
、
民
間

賃
貸
住
宅
の
借
上
げ
に

よ
り
対
応
す
る
こ
と
が

現
実
的
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
地

方
創
生
の
基
本
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
定
住
促
進
策

と
し
て
、
総
合
戦
略
策

定
の
な
か
で
子
育
て
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
住
宅
政
策
に
つ
い
て

も
研
究
し
、併
せ
て「
第

五
次
総
合
計
画
」
な
ど

各
種
計
画
を
策
定
す
る

な
か
で
、
今
後
の
住
宅

政
策
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 

住
宅
の
環
境
整
備

住
宅
団
地
の
環
境

整
備
の
た
め
、
少
額
家

賃
の
住
宅
入
居
者
や
、

耐
用
年
数
到
来
の
住

宅
入
居
者
の
転
居
の

求
め
に
つ
い
て
家
賃

の
差
額
の
補
助
制
度

又
は
家
賃
の
減
額
措

置
の
導
入
を
検
討
す

る
な
ど
の
方
針
は
。

 

【
総
務
部
長
】

今
後
入
居
者
を
集
約

す
る
こ
と
に
よ
り
、
長

屋
形
式
の
家
屋
の
維
持

管
理
に
係
る
費
用
の
縮

減
な
ど
プ
ラ
ス
面
の
効

果
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
総
合
的
に
勘
案
し
、

か
つ
他
市
町
村
の
対
応

や
先
進
事
例
な
ど
も
調

査
し
な
が
ら
、
家
賃
差

額
の
補
助
制
度
な
ど
導

入
の
是
非
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問問答答

問問答答

問問答答

問問答答

加
藤　

保
郎

契
約
事
務
と
町
営
住
宅
の
管
理
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御
嵩
町
で
は
空
き

家
の
管
理
と
有
効
活
用

に
関
す
る
条
例
が
施
行

さ
れ
、
国
に
お
い
て
も

法
律
改
正
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
建
物
が

建
っ
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
は
固
定
資
産
税
減

免
と
い
う
優
遇
措
置
が

あ
っ
た
が
、
放
置
さ
れ

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
も

の
、
景
観
を
損
な
う
も

の
な
ど「
特
定
空
き
家
」

と
指
定
さ
れ
れ
ば
優
遇

措
置
が
外
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

①
今
後
実
態
調
査
及
び

立
ち
入
り
調
査
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
す
る

か
。

②
行
政
代
執
行
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。

③
空
き
家
に
つ
い
て
は

早
め
の
取
り
組
み
が
有

効
活
用
に
繋
が
る
。
そ

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
ど
う
考
え
る
か
。

次
に
少
し
で
も
人
口

減
に
歯
止
め
を
か
け
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
に
空
き
家
の

有
効
活
用
を
大
い
に
進

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

町
で
は
「
空
き
家
バ
ン

ク
募
集
」
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
て
情
報
収
集
し

て
い
る
が
、
有
効
な
情

報
は
集
ま
ら
な
い
と
聞

く
。
活
用
を
進
め
る
た

め
に
は
情
報
収
集
だ
け

で
な
く
、
地
域
活
動
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
受
け
入
れ
体

制
も
必
要
だ
。

④
空
き
家
を
地
域
の
資

源
と
考
え
て
ど
ん
な
こ

と
で
も
相
談
で
き
る
窓

口
を
設
置
し
た
ら
い
か

が
か
。

⑤
今
後
一
層
の
活
用
を

進
め
る
た
め
に
は
改
修

費
な
ど
の
助
成
な
ど
支

援
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

 

【
総
務
部
長
】

①
空
き
家
等
審
議
会
委

員
と
空
き
家
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
な
が
ら

今
後
進
め
て
い
く
。

②
代
執
行
は
御
嵩
町
空

き
家
等
の
適
正
管
理
及

び
有
効
活
用
に
関
す
る

条
例
に
規
定
が
あ
り
、

実
施
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
代
執

行
に
係
る
費
用
の
徴
収

が
で
き
る
見
込
み
が
た

つ
こ
と
が
代
執
行
す
る

最
低
条
件
で
あ
り
、
安

易
に
公
金
を
使
用
す
る

こ
と
は
慎
重
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

③
町
は
空
き
家
等
の
適

正
管
理
を
住
民
等
に
呼

び
か
け
る
啓
発
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
周
知

と
合
わ
せ
、
所
有
す
る

空
き
家
で
お
困
り
の
方

や
、
空
き
家
の
有
効
活

用
を
考
え
て
い
る
方
、

居
住
を
希
望
さ
れ
る
方

な
ど
へ
、
早
め
の
取
組
、

対
応
を
促
す
よ
う
な
広

報
活
動
を
し
て
い
く
。

④
人
口
減
少
対
策
と
し

て
移
住
定
住
促
進
策
を

実
施
し
て
い
く
た
め
、

現
在
策
定
中
の
総
合
戦

略
に
も
空
き
家
の
利
活

用
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

移
住
に
は
、
子
育
て
な

ど
福
祉
や
教
育
と
い
っ

た
環
境
整
備
が
多
方
面

に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ

の
為
、
空
き
家
の
有
効

活
用
と
し
て
の
総
合
窓

口
は
企
画
課
と
し
、
庁

内
各
課
連
携
の
う
え
、

移
住
相
談
に
対
応
し
て

い
く
。

⑤
空
き
家
対
策
の
み
の

助
成
に
終
わ
る
こ
と
な

く
、
総
合
的
に
定
住
策

を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合

戦
略
策
定
を
通
じ
て
対

応
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問問

答答

岡
本　

隆
子

空
き
家
の
管
理
と
活
用
に
つ
い
て
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避
難
所
で
の
「
熱

源
の
確
保
」
に
つ
い
て

９
月
６
日
に
実
施
さ

れ
た
防
災
訓
練
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
の
発
災
を
想
定
し
、

イ
ン
フ
ラ
等
で
は
、
電

気
は
町
全
域
で
の
停
電
、

水
道
や
ガ
ス
な
ど
は
緊

急
遮
断
弁
の
作
動
に
よ

り
出
な
い
状
況
に
あ
り
、

鉄
道
は
不
通
で
道
路
も

多
く
の
箇
所
で
亀
裂
と

陥
没
が
多
数
発
生
し
て

い
る
状
況
を
想
定
し
て

い
る
。
訓
練
内
容
は
こ

う
し
た
大
災
害
時
に
自

宅
が
被
災
し
又
、
停
電

な
ど
で
生
活
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
町
民
は

避
難
所
に
行
か
ざ
る
を

得
な
く
な
る
た
め
、
行

政
と
地
域
住
民
と
で
避

難
所
を
開
設
す
る
訓
練

で
あ
っ
た
。

実
際
に
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、

避
難
所
に
は
健
常
者
だ

け
で
な
く
、
乳
幼
児
・

高
齢
者
・
妊
婦
の
方
な

ど
の
災
害
要
支
援
者
も

避
難
さ
れ
て
く
る
。

当
然
、
避
難
所
で
は

「
熱
源
の
確
保
」
が
大

切
と
な
る
。
寒
い
時
期

で
あ
っ
て
も
乳
幼
児
用

の
粉
ミ
ル
ク
用
の
温
水

の
確
保
や
要
支
援
者
に

温
か
い
食
事
や
飲
み
物

を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

こ
の「
熱
源
の
確
保
」

を
当
地
域
で
は
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
設

備
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
素
早
い

復
旧
が
可
能
で
あ
り
、

ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
発

電
を
行
う
こ
と
で
照
明

や
給
湯
器
な
ど
の
確
保

が
容
易
で
あ
る
こ
と
も

一
因
か
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
計
画
さ
れ
て

い
る
町
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
複
合
施
設
の
「
熱

源
の
確
保
」
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
設
備
を
町
学
校

区
の
避
難
所
の
一
箇
所

に
設
置
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、

そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

災
害
時
に
お
け
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の
協
定

書
の
締
結
が
あ
れ
ば
、

そ
の
内
容
を
お
示
し
願

い
た
い
。

 

【
総
務
部
長
】

自
家
発
電
機
は
３
日

間
運
転
が
可
能
で
あ
り
、

太
陽
光
発
電
を
併
用
す

る
こ
と
で
そ
の
使
用
量

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
は
、
３
日
間

で
６
，
６
０
０
人
程
度

の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

災
害
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

ユ
ニ
ッ
ト
は
、
３
日
間

稼
働
し
、
一
日
当
た
り

２
，
４
０
０
人
、
か
ま

ど
ベ
ン
チ
が
一
日
１
，

８
０
０
人
の
炊
き
出
し

が
可
能
で
あ
り
、
両
方

を
組
み
合
わ
せ
る
と
1

日
あ
た
り
４
，
２
０
０

人
程
度
の
炊
き
出
し
が

可
能
と
な
る
。
施
設
自

体
で
は
、
避
難
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
１
５
０

人
程
受
入
が
可
能
で
あ

る
。指

定
避
難
所
で
あ
る

学
校
施
設
の
空
調
設
備

は
、
今
後
新
設
す
る
場

合
、
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
式
を
予
定
し
て
い
る
。

学
校
施
設
空
調
化
計
画

に
併
せ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供

給
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
も

順
次
進
め
て
い
く
。

災
害
発
生
時
に
相
互

に
協
力
し
て
被
災
者
等

の
救
援
活
動
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
平
成
17
年

２
月
に
社
団
法
人
岐
阜

県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

可
茂
支
部
と
の
間
で

「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し

て
い
る
。

問問

答答

山
田　

儀
雄

避
難
所
で
の
「
熱
源
の
確
保
」
に
つ
い
て
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事
故
の
経
緯
と
現

在
の
様
子
を
伺
う

平
成
26
年
10
月
19
日

に
開
催
さ
れ
た
第
６
回

御
嵩
町
産
業
祭
終
了
後

の
撤
去
作
業
時
に
起
き

た
事
故
に
つ
い
て
、
当

時
の
経
緯
と
入
院
中
の

対
応
な
ど
を
含
め
た
現

在
の
様
子
を
う
か
が
う
。

①
事
故
発
生
状
況
に
つ

い
て

②
公
務
災
害
適
用
後
の

対
応
と
そ
の
後
に
つ
い

て③
平
成
26
年
度
産
業
祭

に
つ
い
て
の
反
省
点

 

【
総
務
部
長
】

①
産
業
祭
終
了
後
の
後

片
付
け
に
お
い
て
、
移

動
用
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
職

員
１
名
が
転
落
し
た
事

故
で
あ
る
。

②
公
務
災
害
補
償
と
し

て
認
定
さ
れ
、
治
療
費

が
補
償
さ
れ
て
い
る
。

③
産
業
祭
実
行
委
員
会

の
反
省
会
に
お
い
て
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
関
し

事
前
の
安
全
対
策
、
開

催
中
の
安
全
管
理
の
徹

底
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
っ
た
。
事
故
を
起

こ
し
た
原
因
は
役
場
職

員
で
あ
り
、
全
て
の
役

場
職
員
、
組
織
の
問
題

で
あ
る
と
考
え
、
事
故

発
生
後
、
職
員
集
会
な

ど
を
通
じ
注
意
喚
起
を

し
て
き
た
。

 

事
故
に
対
す
る
町

の
責
任
、
反
省
は
ど
う

な
さ
れ
た
か

事
故
が
起
き
て
か
ら

１
年
あ
ま
り
が
た
と
う

と
し
て
い
る
が
、
こ
の

時
点
に
な
っ
て
も
当
時

の
事
故
処
理
に
対
す
る

責
任
に
つ
い
て
果
た
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
行
政
処
分
は
行
わ

れ
る
の
か
。

町
の
最
高
責
任
者
と

し
て
の
責
任
の
明
確
化
、

担
当
部
長
、
主
幹
担
当

部
局
員
の
責
任
の
明
確

化
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
ほ
し
い
。

 

【
町
長
】

結
論
を
先
に
申
し

上
げ
る
と
処
分
も
責
任

の
明
確
化
も
行
う
。
問

題
は
そ
の
時
期
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま

で
協
議
や
確
認
を
行
っ

て
お
り
、
特
に
２
月
に

は
、
年
度
が
か
わ
る
と

人
事
異
動
が
あ
る
の
で

早
く
結
果
を
出
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
。
最
終

的
な
判
断
を
す
る
た
め
、

全
国
の
自
治
体
に
同
様

の
事
故
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
。
あ
っ
た
場
合

に
ど
う
処
分
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

時
期
に
さ
れ
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
分
析

し
た
。
当
該
自
治
体
の

処
分
は
、
全
て
道
路
交

通
法
上
の
処
分
が
検
察

庁
で
決
定
さ
れ
て
か
ら
、

そ
の
被
害
や
過
失
の
重

さ
に
基
づ
い
て
さ
れ
て

い
た
。
可
児
警
察
署
に

よ
る
と
、
警
察
は
被
害

状
況
な
ど
確
定
し
た
こ

と
を
も
っ
て
検
察
庁
へ

書
類
送
検
す
る
。
そ
れ

に
は
確
認
書
類
と
し
て

医
師
の
診
断
書
が
必
要

で
あ
る
が
ま
だ
治
療
が

継
続
し
て
お
り
、
治
療

の
完
了
を
も
っ
て
医
師

は
診
断
書
を
作
成
す
る

と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

町
行
政
と
し
て
は
、

地
方
公
務
員
法
に
お
け

る
分
限
処
分
と
懲
戒
処

分
に
基
づ
き
、
当
日
の

従
事
者
５
名
、
職
責
の

対
象
者
３
名
を
確
定
し

て
お
り
、
加
え
て
特
別

職
で
あ
る
町
長
と
副
町

長
が
自
主
的
対
応
を
す

る
こ
と
は
確
認
し
て
い

る
。
今
後
、
道
路
交
通

法
上
の
処
分
が
確
定
し

た
時
点
で
速
や
か
に
処

分
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
普
通
の
感

覚
で
は
時
間
が
か
か
り

過
ぎ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
警
察
及
び
検
察

の
法
的
な
判
断
後
の
処

分
が
適
当
と
考
え
て
い

る
の
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

問問答答

問問

答答

伏
屋　

光
幸

昨
年
の
産
業
祭
で
起
き
た
事
故
に
つ
い
て
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政
治
姿
勢
に
つ
い

て
。３

期
目
の
４
年
間
は

言
葉
で
表
す
な
ら
ど
の

様
な
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

を
持
っ
て
臨
み
ま
す
か
。

 
【
町
長
】

人
が
挑
戦
す
る
気
で

役
割
を
果
た
せ
ば
、
活

性
化
し
た
町
を
未
来
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
の

４
年
間
は
「
挑
む
」
と

い
う
文
字
を
選
び
た
い
。

 

施
策
の
中
心
に
教

育
を
位
置
づ
け
る
こ
と

に
つ
い
て
。

教
育
施
策
の
対
象
は

ど
の
年
代
を
見
据
え
て

の
教
育
か
。
ま
た
外
国

語
教
育
の
充
実
は
、
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

 

【
町
長
】

学
ぶ
立
場
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
全
て
が
対
象

で
あ
る
こ
と
は
確
認
す

る
ま
で
も
な
い
。
生
涯

学
習
に
つ
い
て
は
、
参

加
型
の
町
に
す
る
に
は
、

豊
か
な
想
像
力
を
持
つ

人
材
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
が
今
後
の
生
涯
学

習
の
テ
ー
マ
と
な
る
と

考
え
て
い
る
。

外
国
語
教
育
に
つ
い

て
は
、
小
・
中
学
校
と
、

保
育
園
を
含
め
て
指
導

者
の
充
実
を
考
え
て
い

る
。
東
濃
高
校
に
は
母

国
語
が
英
語
と
い
う
生

徒
が
い
る
。
在
校
中
及

び
卒
業
後
に
お
い
て
も

協
力
い
た
だ
け
る
ス

キ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

御
嶽
宿
界
隈
の
方
々

が
、
来
訪
外
国
人
に
対

し
、
英
語
で
声
か
け
で

き
る
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば

と
も
考
え
て
い
る
。

英
語
講
座
の
で
き
る

人
材
を
把
握
し
、
進
め

て
い
き
た
い
。

 

公
共
施
設
整
備
に

つ
い
て
。

庁
舎
、
中
保
育
園
の

整
備
、
老
朽
化
対
策
は

ど
の
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
り
ま
す
か
。

 

【
町
長
】

現
庁
舎
を
耐
震
化
、

移
設
、
中
保
育
所
と
の

同
立
地
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
な
ど
の
考
え

方
が
あ
る
。
私
の
任
期

４
年
間
で
の
完
了
が
理

想
で
は
あ
る
が
、
方
向

性
に
よ
り
１
年
以
上
プ

ラ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
ず
は
方
向
性
を

確
定
さ
せ
、
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

 

地
方
創
生
に
つ
い

て
。御

嵩
町
地
方
創
生
総

合
戦
略
に
お
い
て
総
合

計
画
と
の
ち
が
い
を
ど

の
様
に
出
し
ま
す
か
。

 

【
町
長
】

今
回
の
総
合
計
画
は

具
体
的
で
は
な
く
抽
象

的
で
十
分
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
10
年

先
、
想
像
で
き
な
い
よ

う
な
時
代
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
な
か
、

10
年
後
の
型
に
今
か
ら

当
て
は
め
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
か
な
り
無
理

が
あ
る
場
合
も
出
て
く

る
と
思
う
。

総
合
計
画
は
理
想
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

を
定
め
、
地
方
創
生
は

今
後
５
年
間
の
具
体
的

な
戦
略
を
計
画
す
る
と

い
う
考
え
で
あ
る
。

 

観
光
事
業
に
つ
い

て
。外

国
人
を
観
光
客
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て

い
く
様
で
す
が
以
下
の

２
点
に
つ
い
て
提
案
し

ま
す
が
い
か
が
か
。

①
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
の

外
国
人
労
働
者
と
の
交

流
。

②
積
極
的
な
学
生
、
労

働
者
研
修
の
受
け
入
れ
。

 

【
町
長
】

①
地
元
在
住
の
外
国
人

と
、
人
間
関
係
を
深
く

結
ん
で
お
ら
れ
る
方
も

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

現
状
を
把
握
し
、
交
流

の
後
押
し
が
で
き
る
よ

う
な
施
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

②
先
の
フ
ラ
ン
ス
人
大

学
生
の
研
修
受
け
入
れ

の
礼
状
内
容
に
、
労
働

研
修
が
必
修
科
目
で
あ

る
が
毎
年
受
け
入
れ
先

を
探
す
の
に
苦
労
し
て

い
る
の
で
今
後
も
受
け

入
れ
の
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
あ
っ
た
。
外

国
人
か
ら
教
え
ら
れ
る

町
の
魅
力
に
新
鮮
さ
を

感
じ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
今
後
も
継
続
的
に

受
け
入
れ
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問問答答問問

答答

問問答答問問

答答問問

答答

高
山　

由
行

施
政
方
針
に
つ
い
て
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人
権
擁
護
委
員
の
伊い

左さ

治じ

彪た
け
し

さ
ん
が
平
成
27
年
12
月
31

日
に
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

後
任
と
し
て
梅
田
幸
秀
さ
ん

が
委
員
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
と
な
り
ま
す
伊
左
治

彪
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
年
の
ご
活
躍
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

梅う
め

田だ　

幸ゆ
き

秀ひ
で　

さ
ん

任
期
は
平
成
30
年
12
月
31
日

ま
で

 

住
所　

御
嵩
町
中

 

（
十
日
市
場
）

細ほ
そ

野の　

政ま
さ

成な
り　

さ
ん

（
再
任　

３
期
目
）

任
期
は
平
成
31
年
９
月
30
日

ま
で

 
住
所　

御
嵩
町
伏
見

 

（
東
町
）

御
嵩
町
教
育
委
員
に
細
野
政
成
さ
ん
、
田
中
妙
子
さ
ん
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
案
が
可
決
さ
れ
、
10
月
１
日

付
け
で
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た田た

中な
か　

妙た
え

子こ
　

さ
ん

（
再
任　

２
期
目
）

任
期
は
平
成
28
年
９
月
30
日

ま
で

 

住
所　

御
嵩
町
中

 

（
西
之
門
）

人
権
擁
護
委
員

教
育
委
員
会
委
員

平
成
27
年
９
月
18
日（
金
）、
御
嵩
町
議

会
議
員
12
名
と
町
長
、
建
設
部
長
、
建
設

課
長
で
、
八
百
津
町
の
国
交
省
新
丸
山
ダ

ム
工
事
事
務
所
を
訪
れ
、
新
丸
山
ダ
ム
建

設
事
業
や
県
道
井
尻
八
百
津
線
の
工
事
計

画
の
概
要
説
明
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
新
丸
山
ダ
ム
や
第
２
小
和
沢
橋
な

ど
現
地
に
お
い
て
進
捗
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。

新丸山ダム建設事業の現状を視察しました
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〈
視
察
内
容
〉

松
阪
市
は
平
成
17
年
に
市

町
村
合
併
し
、面
積
６
２
３
・

77
㎢
、
人
口
16
万
８
千
人
、

高
齢
化
率
27
・
１
％
の
三
重

県
の
中
央
に
位
置
す
る
市
で

す
。担

当
課
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
よ
り
制
度
内
容
、

現
況
と
課
題
等
に
つ
い
て
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。

〈
制
度
概
要
〉

高
齢
者
の
介
護
施
設
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、
介
護
保
険

料
の
一
部
と
し
て
ポ
イ
ン
ト

交
換
で
き
る
制
度
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
松
阪
市
内
の

65
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、

介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
平
成
25
年
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

〈
活
動
内
容
と
ポ
イ
ン
ト
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
た

方
が
市
内
の
介
護
保
険
関
連

事
業
所
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

活
動
へ
の
参
加
、
お
茶
出
し
、

配
膳
、
話
し
相
手
な
ど
の
活

動
を
し
ま
す
。
30
分
の
活
動

に
つ
き
１
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
。

１
ポ
イ
ン
ト
は
50
円
相
当
で
、

年
間
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め

る
と
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
で
き
、

現
金
と
交
換
で
き
ま
す
（
年

間
上
限
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
５
，

０
０
０
円
ま
で
）。

平
成
25
年
６
月
に
１
０
０

人
ほ
ど
だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
者
は
27
年
８
月
に
は

２
５
１
名
と
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
登
録
は
し
た
が
ポ
イ

ン
ト
還
元
率
は
50
〜
60
％
ほ

ど
で
ポ
イ
ン
ト
還
元
が
目
的

で
は
な
い
と
い
う
人
も
多
い

よ
う
で
す
。
受
け
皿
と
し
て

は
市
内
に
70
か
所
も
介
護
関

連
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
不

足
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
後
は

介
護
予
防
の
自

主
活
動
に
も
広

げ
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で

し
た
。

御
嵩
町
に
お

い
て
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
導
入
に

向
け
て
検
討
課

題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
介
護
予

防
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
、

ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
、
介
護
保

険
制
度
改
正
の
時
期
が
迫
っ

て
い
る
中
、
早
急
に
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

○
視
察
研
修
日

平
成
27
年
10
月
26
日（
月
）

○
視　

察　

先

三
重
県
松
阪
市

○
視
察
研
修
目
的

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

○
参
加
委
員

委　
員　
長　

岡
本　

隆
子

副
委
員
長　

山
口　

政
治

委　
　

員　

大
沢
ま
り
子

加
藤　

保
郎

伏
屋　

光
幸

奥
村　

雄
二

常
任
委
員
会
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

民
生
文
教
常
任
委
員
会
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当
委
員
会
は
「
住
民
自
治

活
動
の
推
進
」
と
当
町
で
の

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
庁

舎
整
備
に
関
し
「
伊
賀
市
庁

舎
建
て
替
え
」
の
経
緯
と
機

能
を
研
究
す
る
た
め
、
三
重

県
伊
賀
市
を
訪
問
し
、
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
立
ち
上
げ
、
住
民
自

治
協
議
会
を
制
度
化
し
た
住

民
自
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
市
町
村
合
併
を
機
に
、
市

民
参
加
に
よ
る
「
新
市
将
来

構
想
」
の
な
か
で
住
民
自
治

の
仕
組
み
の
再
構
築
が
図
ら

れ
た
も
の
で
、
そ
の
根
底
に

は
、
２
０
２
５
年
問
題
、
少

子
高
齢
化
社
会
、
合
併
に
よ

る
広
大
な
面
積
の
な
か
で
の

地
域
的
差
異
の
発
生
、
さ
ら

に
は
税
収
の
落
ち
込
み
等
に

よ
り
、
社
会
基
盤
構
成
の
見

通
し
な
ど
が
生
じ
て
き
た
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

次
に
新
庁
舎
建
て
替
え
問

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

新
庁
舎
は
上
野
丸
の
内
に
あ

る
現
庁
舎
の
手
狭
、
老
朽
化

に
伴
い
四
十
九
町
の
敷
地
約

１
万
７
，
７
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
に
移
転
整
備
さ
れ
ま
す
。

基
本
設
計
に
よ
る
と
、
建
物

を
５
階
建
て
に
抑
え
、
田
園

風
景
の
眺
望
と
景
観
に
配
慮

し
、
深
い
軒
を
持
つ
勾
配
屋

根
の
無
彩
色
の
外
観
で
城
下

町
の
歴
史
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
ま
た
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

免
震
構
造
を
採
用
し
た
ほ
か
、

非
常
用
発
電
機
、
受
水
槽
、

水
の
備
蓄
な
ど
も
行
い
、
環

境
面
で
は
、
自
然
採
光
や
自

然
換
気
、
井
戸
水
利
用
な
ど

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限

生
か
す
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。全

体
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

は
「
伊
賀
の
歴
史
、
風
土
に

学
び
、
市
民
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
庁
舎
」
と
し
て

い
ま
す
。

我
が
御
嵩
町
で
は
、
老
朽

化
に
加
え
耐
震
性
に
問
題
が

指
摘
さ
れ
、
全
体
面
積
の
狭

さ
と
防
災
機
能
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
現
状
を
早
期
に
解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
こ
と

を
付
記
し
報
告
い
た
し
ま
す
。

○
視
察
研
修
日

平
成
27
年
10
月
27
日（
火
）

○
視　

察　

先

三
重
県
伊
賀
市

○
視
察
研
修
目
的

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
住

民
自
治
活
動
の
推
進
）に

つ
い
て

・
庁
舎
建
替
え
に
つ
い
て

○
参
加
委
員　

委　
員　
長　

谷
口　

鈴
男

副
委
員
長　

柳
生　

千
明

委　
　

員　

山
田　

儀
雄

安
藤　

雅
子

高
山　

由
行

安
藤　

信
治

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
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編

集
後
記

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
私
た
ち

新
人
議
員
３
名
が
受
け
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
議
員
に

な
っ
て
３
か
月
の
私
た
ち
で
す

が
、
で
き
る
限
り
解
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
心
が
け
こ
の
議
会
報

を
通
じ
て
町
議
会
の
状
況
、
議
員

活
動
な
ど
の
正
確
な
情
報
を
お
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
９
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
第
３
回
定
例
会
の
審
議
・
採
決

結
果
、
一
般
質
問
と
答
弁
、
常
任

委
員
会
の
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
な

ど
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

町
議
会
に
は
法
な
ど
に
定
め
の

な
い
ル
ー
ル
、
慣
例
、
決
ま
り
事

な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
。
新
人
議

員
は
、
ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

向かって
左「伏屋副委員長」中「安藤委員長」右「奥村委員」

【
27
年
８
月
〜
10
月
】

議
会
日
誌

議
会
日
誌

２
日 

八
百
津
町
町
制
施
行
60
周
年
式
典

 

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
激
励

５
日 

木
曽
川
右
岸
流
域
下
水
道
総
会

20
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

全
員
協
議
会

21
日 

御
嵩
町
教
育
委
員
会
表
彰
式

 

四
線
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会

 

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
評
議
員
会

24
日 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

 

岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
組
合
議
会

25
日 
リ
ニ
ア
促
進
期
成
同
盟
会

 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

26
日 

民
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

27
日 

名
鉄
広
見
線
活
性
化
協
議
会

28
日 

全
員
協
議
会

 

議
会
運
営
委
員
会

１
日 

県
議
会
総
務
委
員
会
亜
炭
坑
視
察

２
日 

第
３
回
定
例
会
（
初
日
）

６
日 

御
嵩
町
防
災
訓
練

７
日 

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

８
日 

第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

11
日 

民
生
文
教
常
任
委
員
会

 

大
庭
交
差
点
改
良
説
明
会

13
日 

可
児
青
年
会
議
所
40
周
年
式
典

15
日 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

18
日 

第
３
回
定
例
会
（
最
終
日
）

 

新
丸
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
視
察

25
日 

可
児
地
区
高
齢
者
交
通
安
全
大
会

29
日 

国
交
省
国
道
連
絡
調
整
会
議

30
日 

議
会
活
性
化
研
究
会

 

議
会
報
編
集
委
員
会

５
日 

町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

６
日 

町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

９
日 

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

10
日 

全
国
育
樹
祭
懇
談
会

11
日 

全
国
育
樹
祭

13
日 

議
会
報
編
集
委
員
会

16
日 

議
員
勉
強
会

17
日 

可
児
地
区
地
域
安
全
大
会

24
日 

可
児
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
・
町
民

大
会

26
日 

民
生
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修

27
日 

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
視
察

研
修

30
日 
議
会
運
営
委
員
会

 

議
会
活
性
化
研
究
会

 

可
茂
町
村
議
会
議
長
会

８
月

９
月

10
月

10
月
31
日（
土
）、
11
月
１
日（
日
）に

鬼
岩
公
園
で
、
御
嵩
町
町
制
60
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
鬼
岩 

岩
穴
く
ぐ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で

約
１
，
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
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